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NFS 対応 SVM に NFS ボリュームを追加

NFS 対応 SVM に NFS ボリュームを追加するには、ボリュームを作成して設定し、エク
スポートポリシーを作成し、 UNIX 管理ホストからのアクセスを確認します。その後、
NFS クライアントアクセスを設定することができます。

作業を開始する前に

SVM で NFS の設定が完了している必要があります。

ボリュームを作成して設定

データを格納する FlexVol ボリュームを作成する必要があります。ボリュームのセキュ
リティ形式は、必要に応じて変更することができます。デフォルトでは、ルートボリュ
ームのセキュリティ形式が継承されます。また、ボリュームのネームスペース内の場所
も必要に応じて変更できます。デフォルトでは、 Storage Virtual Machine （ SVM ）の
ルートボリュームに配置されます。

手順

1. [* Volumes （ボリューム） ] ウィンドウに移動します。

2. [* 作成 > FlexVol の作成 *] をクリックします。

Create Volume （ボリュームの作成）ダイアログボックスが表示されます。

3. 日付とタイムスタンプで終わるデフォルト名を変更する場合は、「 vol1 」などの新しい名前を指定しま
す。

4. ボリュームのアグリゲートを選択します。

5. ボリュームのサイズを指定します。

6. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

System Manager で新しいボリュームを作成すると、デフォルトでは、ボリューム名をジャンクション名
として使用してルートボリュームにマウントされます。NFS クライアントでボリュームをマウントすると
きは、ジャンクションパスとジャンクション名を使用します。

7. ボリュームを SVM のルート以外の場所に配置する場合は、既存のネームスペース内で新しいボリューム
の場所を変更します。

a. [ * 名前空間 * ] ウィンドウに移動します。

b. ドロップダウンメニューから * SVM * を選択します。

c. [ マウント ] をクリックします。

d. マウントボリューム * ダイアログボックスで、ボリューム、そのジャンクションパスの名前、および
ボリュームをマウントするジャンクションパスを指定します。

e. 新しいジャンクションパスを「 * Namespace * 」ウィンドウで確認します。

特定のボリュームを「 data 」というメインボリュームにまとめる場合、新しいボリューム「 vol1 」
をルートボリュームから「 data 」ボリュームに移動できます。
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8. ボリュームのセキュリティ形式を確認し、必要に応じて変更します。

a. [* Volume* （ボリューム * ） ] ウィンドウで、作成したボリュームを選択し、 [* Edit* （編集） ] をク
リックします。

ボリュームの編集ダイアログボックスが表示され、ボリュームの現在のセキュリティ形式が表示され
ます。セキュリティ形式は、 SVM ルートボリュームから継承されます。

b. セキュリティ形式が UNIX であることを確認します。

ボリュームのエクスポートポリシーを作成

ボリュームへのアクセスを NFS クライアントに許可する前に、ボリュームのエクスポー
トポリシーを作成し、管理ホストによるアクセスを許可するルールを追加し、新しいエ
クスポートポリシーをボリュームに適用する必要があります。

手順

1. SVMs ウィンドウに移動します。

2. SVM の設定 * タブをクリックします。

3. 新しいエクスポートポリシーを作成します。

a. [* ポリシー * （ * Policies * ） ] ペインで、 [ * エクスポートポリシー * （ * Export Policies * ） ] をク
リックして、 [ * 作成 * （ Create * ） ]

b. Create Export Policy * ウィンドウで、ポリシー名を指定します。

c. [* エクスポートルール * ] で、 [* 追加 ] をクリックして新しいポリシーにルールを追加します。
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4. ［ * エクスポートルールの作成 * ］ ダイアログボックスで、管理者がすべてのプロトコルを使用してエク
スポートへのフルアクセスを許可するルールを作成します。

a. エクスポートされたボリュームの管理元となる IP アドレスまたはクライアント名（ admin_host など
）を指定します。

b. 「 * NFSv3 」を選択します。

c. すべての * 読み取り / 書き込み * アクセスの詳細と * スーパーユーザアクセスを許可 * が選択されてい
ることを確認します。

d. [OK] をクリックし、 [ * 作成（ Create * ） ] をクリックします。

新しいエクスポートポリシーが新しいルールで作成されます。
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5. 管理者ホストがボリュームにアクセスできるように、新しいボリュームに新しいエクスポートポリシーを
適用します。

a. [ * 名前空間 * ] ウィンドウに移動します。

b. ボリュームを選択し、 * エクスポートポリシーの変更 * をクリックします。

c. 新しいポリシーを選択し、 * 変更 * をクリックします。

▪ 関連情報 *

UNIX 管理ホストからの NFS アクセスの確認

UNIX 管理ホストから NFS アクセスを確認

Storage Virtual Machine （ SVM ）に対する NFS アクセスの設定が完了したら、正しく
設定されていることを確認する必要があります。設定を確認するには、 NFS 管理ホスト
にログインし、 SVM に対するデータの読み取りと書き込みが可能かどうかを確認しま
す。

作業を開始する前に

• クライアントシステムに、前に指定したエクスポートルールで許可されている IP アドレスが割り当てら
れている必要があります。

• root ユーザのログイン情報が必要です。

手順

1. クライアントシステムに root ユーザとしてログインします。

2. 「 cd /mnt/ 」と入力し、ディレクトリをマウントフォルダに変更します。

3. 新しいフォルダを作成し、 SVM の IP アドレスを使用してマウントします。

a. 新しいフォルダを作成するには、「 mkdir/mnt/folder 」と入力します。

b. 「 m ount-t nfs -o nfsvers=3 、 hard IPAddress:/ volume_name /mnt/ folder 」と入力し、この新しいデ
ィレクトリにボリュームをマウントします。

c. 「 cd folder 」と入力し、ディレクトリを新しいフォルダに変更します。

次のコマンドでは、 test1 という名前のフォルダを作成し、 IP アドレス 192.0.2.130 のボリューム
vol1 をマウントフォルダ test1 にマウントして、ディレクトリを新しい test1 に変更しています。

host# mkdir /mnt/test1

host# mount -t nfs -o nfsvers=3,hard 192.0.2.130:/vol1 /mnt/test1

host# cd /mnt/test1

4. 新しいファイルを作成し、そのファイルが存在することを確認して、テキストを書き込みます。

a. 「 touch filename 」と入力し、テストファイルを作成します。

b. 「 ls -l filename 」と入力し、ファイルが存在することを確認します。

c. 「 cat > filename 」と入力し、テキストを入力してから Ctrl+D キーを押してテストファイルにテキス
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トを書き込みます。

d. 「 cat filename 」と入力し、テストファイルの内容を表示します。

e. 「 rm filename 」と入力し、テストファイルを削除します。

f. 親ディレクトリに戻るには 'cd.. と入力します

host# touch myfile1

host# ls -l myfile1

-rw-r--r-- 1 root root 0 Sep 18 15:58 myfile1

host# cat >myfile1

This text inside the first file

host# cat myfile1

This text inside the first file

host# rm -r myfile1

host# cd ..

結果

SVM に対する NFS アクセスが有効になっていることを確認できました。

NFS クライアントアクセスを設定して確認（ NFS 対応 SVM に
NFS ボリュームを追加）

準備ができたら、 UNIX 管理ホストで UNIX ファイル権限を設定し、 System Manager

でエクスポートルールを追加して、選択したクライアントに共有へのアクセスを許可す
ることができます。設定が完了したら、該当するユーザまたはグループがボリュームに
アクセスできることを確認してください。

手順

1. 共有へのアクセスを許可するクライアントとユーザまたはグループを決定します。

2. UNIX 管理ホストで、 root ユーザを使用して、ボリュームに対する UNIX の所有権と権限を設定します。

3. System Manager で、エクスポートポリシーにルールを追加して、 NFS クライアントに共有へのアクセ
スを許可します。

a. Storage Virtual Machine （ SVM ）を選択し、 * SVM Settings * をクリックします。

b. [* Policies * （ポリシー * ） ] ペインで、 [* Export Policies （エクスポートポリシー * ） ] をクリック
します。

c. ボリュームと同じ名前のエクスポートポリシーを選択します。

d. [* エクスポートルール * ] タブで、 [* 追加 ] をクリックし、クライアントのセットを指定します。

e. 管理ホストへのアクセスを許可するルールの後でこのルールが実行されるように、 * ルールインデッ
クス * には * 2 * を選択します。

f. 「 * NFSv3 」を選択します。

g. 必要なアクセスの詳細を指定し、 * OK. * をクリックします
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クライアントのスペシフィケーションとしてサブネット 10.1.1.0/24 を入力し 'Allow Superuser

Access 以外のすべてのアクセス・チェック・ボックスを選択することにより ' クライアントに完全な
読み取り / 書き込みアクセス権を与えることができます

4. UNIX クライアントで、ボリュームへのアクセスを許可したいずれかのユーザとしてログインし、ボリュ
ームをマウントしてファイルを作成できることを確認します。
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